
ＨＰの「イベント申込み」から申込みいただけます。

東北大学高度教養教育・学生支援機構

学びのユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）で
幅広い教育ニーズに対応できる講義を
2019年1月24日（木）13:00～16:20
東北大学 川内北キャンパス
教育・学生総合支援センター
東棟 4階 大会議室

講師：川俣 智路（北海道教育大学 准教授）

教育関係共同利用拠点提供プログラム　教授技術論：L-04

13:00 ～ 13:05　開会挨拶　大森不二雄 ( 東北大学 高度教養教育・学生支援機構 教授 )

13:05 ～ 14:35　レクチャー「UDLの理解」　
14:45 ～ 16:15　ワークショップ「UDLワークショップ」　
16:15 ～ 16:20　閉会挨拶　岡田有司 ( 東北大学 高度教養教育・学生支援機構 准教授 )

　学びのユニバーサルデザイン（ＵＤＬ）は、アメリカの非営利の教育研究開発団体である CAST が提唱した、多様な学
習者に対応できる学習環境を構築することで、自ら調整して学んでいける学習者を育てるための理論的枠組みです。アメリ
カでは様々な地域、年齢で活用されており、多様な教育ニーズを持つ学生に対応できることから、近年は国内の大学でも文
系理系を問わずその取り組みが増えつつあります。
　今回のセミナー・ワークショップではＵＤＬを実践するために必要な発想の転換、講義に潜む学びのバリアの発見、オプショ
ンと呼ばれる代替手段の準備の方法、大学の講義における実践例、Ｑ＆Ａセッションなど一通り必要な情報が得られるよう
な内容を予定しております。ワークショップでは、ご自身の教育実践にどのように UDL の考え方を取り入れていけるのかに
ついてワークを通して考えていきます。実際に担当している授業について検討したい方は、シラバスのコピーを 3 部お持ち
ください。


